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荏
原
グ
ル
ー
プ
労
連
第
大
22

回
理
事
会
が
10
月
12
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
荏
原
製

作
所
羽
田
本
社
ビ
ル
１
階
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
理
事
会
は
各
団
体
の
役
員

が
交
代
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、

通
常
よ
り
も
多
い
12
団
体
・
35

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

理
事
会
は
大
淵
事
務
局
長

（
荏
原
合
同
労
組
書
記
次
長
）

を
議
長
に
選
出
し
、
内
山
グ
ル
ー

プ
労
連
代
表
（
荏
原
合
同
労
組

執
行
委
員
長
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
金
融
不
安
や
円
高
が
あ
り
、

今
年
は
難
し
い
か
じ
取
り
が
求

め
ら
れ
る
、
グ
ル
ー
プ
労
連
に

と
っ
て
も
今
年
が
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
①
各
団
体
労
連
担
当

役
員
の
変
更
や
後
任
に
つ
い
て
、

②
よ
し
も
と
お
笑
い
ラ
イ
ブ

（
10
月
２
日
）
の
報
告
、
③
第

７
回
評
議
員
会
（
11
月
18
日
開

催
）
に
つ
い
て
、
④
被
災
地
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
の
開
催
に

つ
い
て
、
⑤
グ
ル
ー
プ
労
使
会

議
に
つ
い
て
、
⑥
近
況
報
告
兼

来
季
行
事
計
画
な
ど
の
議
題
に

つ
い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

論
議
の
中
で
、
被
災
地
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
提
案
で

は
、
12
月
初
旬
を
目
途
に
、
関

東
近
郊
の
被
災
地
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
計
画
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
金
曜
日
の
夜

に
出
発
（
車
中
泊
）
、
土
曜
日

は
近
隣
の
温
泉
か
ホ
テ
ル
に
宿

泊
、
日
曜
日
は
14
時
こ
ろ
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
22
時

こ
ろ
帰
着
の
予
定
で
、
個
人
負

担
と
し
て
千
円
を
予
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
各
団
体
か
ら
の
近
況

報
告
で
は
、
夏
場
の
節
電
対
策

や
、
来
期
の
労
連
の
行
事
計
画

な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
ま
し

た
。
行
事
計
画
の
中
で
は
、
藤

岡
工
場
の
工
場
見
学
ツ
ア
ー
な

ど
の
意
見
も
出
て
い
ま
し
た
。

荏
原
合
同
労
組
か
ら
は
、
今
後
、

荏
原
グ
ル
ー
プ
内
で
の
再
編
が

あ
り
そ
う
で
、
会
社
か
ら
大
き

な
施
策
が
出
て
き
た
と
き
は
、

グ
ル
ー
プ
労
連
を
フ
ル
活
用
し

て
対
応
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

理
事
会
終
了
後
、
午
後
３
時

30
分
か
ら
同
じ
会
場
で
、
第
５

回
グ
ル
ー
プ
労
使
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
労
連
側
は
、
理

事
会
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
ま
ま

出
席
、
会
社
側
は
荏
原
製
作
所

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
伊
藤
常
務
取
締

役
を
は
じ
め
、
12
社
か
ら
31
人

の
役
員
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

最
初
に
内
山
労
連
代
表
が
あ

い
さ
つ
し
、
３
月
11
日
の
震
災

の
あ
と
、
会
社
の
対
応
が
早
く
、

被
災
地
の
荏
原
の
社
員
か
ら
荏

原
の
社
員
で
よ
か
っ
た
と
の
声

が
あ
り
、
き
ず
な
が
深
ま
っ
た

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
会

社
側
を
代
表
し
て
伊
藤
常
務
取

締
役
が
あ
い
さ
つ
し
、
震
災
後

の
夏
の
節
電
で
25
％
カ
ッ
ト
の

目
標
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

労
使
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
①
荏
原
環
境
テ

ク
ノ
北
海
道
の
従
業
員
会
を
代

表
し
て
大
垣
副
代
表
か
ら
会
社

紹
介
と
現
状
に
つ
い
て
、
②
エ

リ
オ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
田
中
Ｃ

Ｏ
Ｏ
が
グ
ル
ー
プ
経
営
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
つ
い
て
、
③
荏
原
金

属
の
彦
久
保
社
長
が
電
力
削
減

対
策
に
つ
い
て
、
④
荏
原
ハ
イ

ド
ロ
テ
ッ
ク
労
組
の
栗
山
委
員

長
が
震
災
復
興
支
援
に
つ
い
て

報
告
し
、
そ
の
後
フ
リ
ー
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
労
使
会
議
終
了
後

に
は
、
11
階
の
「
エ
ー
ル
」
に

て
、
会
社
側
及
び
労
連
側
の
参

加
者
全
員
で
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
荏
原
由
倉
ハ
イ
ド

ロ
テ
ッ
ク
か
ら
は
、
南
部
社
長
、

鴻
巣
常
務
、
吉
谷
取
締
役
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ハ
イ
ド

ロ
テ
ッ
ク
労
組
か
ら
は
、
栗
山

委
員
長
、
鈴
木
副
委
員
長
、
梅

村
前
委
員
長
が
出
席
、
由
倉
労

組
か
ら
は
加
藤
委
員
長
・
、
小

関
副
委
員
長
、
粂
谷
書
記
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
労
連
の
各
団
体
の

役
員
の
方
々
は
み
な
さ
ん
、
30

代
が
中
心
、
ほ
ん
と
う
に
若
い

方
が
多
い
で
す
。

由倉労組発行

発行責任者

加藤賢一

栃木県栃木市

藤岡町甲1730

TEL

050-3511-3720

FAX

0282-62-5420

東
京
の
ど
真
ん
中
を
グ
ル

グ
ル
回
る
山
手
線
。
こ
の
山

手
線
に
は
無
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
線
路
の
横

に
あ
る
３
灯
式
の
信
号
機
が

な
い
の
で
す
。
そ
の
理

由
は
、
山
手
線
は
２
分

半
と
い
う
時
間
間
隔
で

運
転
さ
れ
て
い
る
超
過

密
路
線
で
あ
る
た
め
で

す
。
従
来
の
信
号
シ
ス

テ
ム
で
は
、
運
転
間
隔

を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

山
手
線
が
Ａ
Ｔ
Ｃ
化
さ
れ
た

と
き
に
、
新
型
車
両
を
導
入

し
、
車
内
で
信
号
を
表
示
す

る
シ
ス
テ
ム
へ
と
切
り
替
え

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り

地
上
信
号
を
廃
止
し
た
た
め

で
す
。

で
は
、
車
内
信
号
機
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
運
転
席
の
ス
ピ
ー
ド

メ
ー
タ
ー
の
本
体
の
中
に
組

み
込
ま
れ
て
い
て
、
運

転
手
は
メ
ー
タ
ー
内
の

表
示
に
従
っ
て
運
転
し

て
い
る
の
で
す
。
(
表

示
は
、
赤
・
黄
・
青
)

こ
の
方
法
だ
と
信
号
機

を
確
認
し
て
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
と
い
っ
た
動

作
は
不
用
で
、
手
元
の

ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
を

確
認
す
る
だ
け
で
済
む
の
で
、

よ
り
早
い
危
機
回
避
が
行
え

る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
主

流
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

ちょこ鉄雑学⑩

てっちゃん

荏
原
グ
ル
ー
プ
労
連

理
事
会
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
労
使
会
議

理事会であいさつする内山労連代表

グループ労使会議であいさつする
荏原製作所の伊藤常務

第
22
回
理
事
会

第
5
回
労
使
会
議

葛
西
臨
海
公
園

イ
チ
ゴ
狩
り
・

富
津
工
場
見
学
ツ
ア
ー

藤
岡
工
場
見
学
ツ
ア
ー

野
球
・
サ
ッ
カ
ー
観
戦

機
場
・
プ
ラ
ン
ト
の
見
学

企
業
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ

「
社
会
見
学
」
の
大
人
版

工
場
見
学

日
光
ハ
イ
キ
ン
グ

水
族
館

来
年
度
に
企
画
し
て

も
ら
い
た
い
行
事

（
各
団
体
の
近
況
報
告
よ
り
）

労
連
の
行
事
に
つ
い
て
ご

希
望
が
あ
れ
ば
お
寄
せ
下

さ
い
。
次
回
の
理
事
会
に

提
案
し
て
み
ま
す
。

とちぎ国際有機農業映画祭2011

日
時

11
月
26
日
（
土
）

会
場

佐
野
市
中
央
公
民
館

入
場
料

前
売
り
１
２
０
０
円

当
日

１
５
０
０
円

タイムテーブル
9:30～ 開場
10:00～ 開会あいさつ
10:05～ 「山のかなた」76分
11:30～ 「子どもたちを放射能

から守れ」40分
12:10～ 昼食
13:00～ 「源八おじさんとタマ」12分
13:15～ 「隠された被曝労働」24分
13:39～ 「みえないばくだん」11分
14:05～ 「ミツバチの羽音と

地球の回転」135分
16:30～ 鎌仲ひとみ監督講演

「放射能汚染をどう生き抜くか」
90分

18:00～18:05 閉会あいさつ

若
い
有
機
農
業
従
事
者
の
人
た
ち
が
企
画
し
て
い
ま
す
。

佐

野

地

区

労

第
58

回

定

期

大

会

日

時

10
月
23
日（
日
）午
前
９
時
開
会

会

場

佐
野
市
勤
労
者
会
館


